画像のディジタル化　～画像の手作業によるディジタル化～

1． 写真を数値で表現するには？
　現像された写真は、（　アナログ　）データである。これをディジタルデータに変換することを

（　ＡＤ　）変換という。画像の（　ＡＤ　）変換には、以下の手順が必要となる。
　（１）[　標本化　]（サンプリング）

写真の連続した面や線を、点の集合に分割する。この点のことを（　画素　）という。
　（２）[　量子化　]
　　　　（１）の画素に対して、色を割り当てる。
　（３）[　符号化　]

画素に割り当てられた色を、０と１であらわす。

　　　　

2． 手作業で画像をディジタル化（標本化＆量子化まで）してみよう！
　（１）各自が用意した証明写真に半透明のグラフ用紙を重ねる。

　（２）1mm四方のます目の濃さをモノクロの４段階（０～３）の数値で表現し、作業プリントへ

記入する。　（０：白　１：薄灰色　２：濃灰色　３：黒）

　（３）隣の席の生徒と作業プリントを交換する。
　（４）作業プリントに記入された数値を、表計算ソフトに入力し、画像データを表示・印刷する。
　（５）印刷した画像を隣の席の生徒と交換し、自分の顔写真と比べる。
3． ディジタル化した画像の特徴を考えてみよう！
　
元の写真と比べると、手作業でディジタル化した画像の画質は（　荒い　）。より精細な画質にするためには、画像のサイズはそのままで１画素の大きさを（　小さく　）する。このとき、サイズあたりの画素数は（　増える　）ので、データ量も（　増える　）ことになる。

　元の写真は、コピーを繰り返したり、長い時間が経過したりすることで（　劣化　）してしまうが、ディジタル化されたデータは、数値のデータさえ残っていればいつでも同じ画質を再現することができ、（　劣化しにくい　）という特徴を持っている。
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これまで、数値や文字がコンピュータでは０と１の組み合わせで表現できることを学習してきたが、同じように画像も０と１の組み合わせで表現できる。


本授業では、写真等の画像を手作業でディジタル化し、画像のディジタル化の仕組みについて理解しよう。また、ディジタル化された画像の利点や欠点についても考えてみよう。
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